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北　星　論　集（社） 　第 58 号
― 197 ―
今後も，家庭的な養育環境が欠けている子の
実態を把握し，改正された特別養子縁組制度
の運用実態を検証して，子のための養子縁組
制度の構築を絶えず考えていくことが必要で
ある9）。
　足立の問題意識である，子の虐待や貧困な
どの問題に対して，法律学・民法学の観点か
らどう考え，何が実践できるかについては，
本稿で取り上げた特別養子縁組制度だけでは
なく，親権喪失制度（親権の喪失・停止，管
理権の喪失制度，民法834条以下），未成年後
見制度（民法838条以下）にも考察の範囲を
拡げ，さらには，児童福祉の観点からも考察
をしていなければならない10）。
 以上
【謝辞】 
　本文にも記載したとおり，本稿は，2020
年度2年ゼミに所属してくれた学生たち高橋
恵悟君，丹波郁哉君，中川正貴君，三浦正也
君，山岸留惟君，弓山陽菜君との共同作品で
ある。学生たちと一緒に考え議論できたこと，
そして，原稿作成への学生たちの協力に，こ
の場を借りて深く感謝する。
1） 本学（北星学園大学 経済学部 経済法学科）で
は，「民法Ⅵ（親族法）」は，3年次後期，「民法
Ⅶ（相続法）」は4年次前期に配置されているた
め，2年生はまだ家族法を履修していない。
2） 本山敦「判批」別冊ジュリ239号80頁，中川高
男「判批」判評199号（判時783号）21頁など。
3） その意図が，学生にちゃんと伝わったかどうか
は分からない。ディスカッションの優劣に目が
いってしまったようである。足立の指導力不足
である。
4） ゼミ生には，同日に下された最判平成18年7月7
日家月59巻1号98頁も参照するように指示した。
5） 西希代子「判批」別冊ジュリ239号60頁，拙稿
「平成18年7月7日最高裁判決を読む－「藁の上
からの養子」に対する親子関係不存在確認請求
が権利濫用に当たるとされた二つのケース－」
北星論集（経）52巻2号315頁など。
〔注〕
6） 鈴木博人「未成年養子制度の制度的課題」論究
ジュリ32号10頁以下を参照。
7） 床谷文雄「判批」法セ434号123頁，坂本由喜
子「判批」判タ762号164頁。
8） 川村隆子「特別養子縁組における試験養育期間
に関する一考察」名法52巻2号87・88頁ほか。
9） 当初，足立は，本稿と同時に，特別養子縁組制
度の創設時の議論から，今回の特別養子縁組制
度の改正を検討する論考を発表する予定だっ
た。作成の過程で，問題の大きさと多様性に直
面し，今回，論考としてまとめることができな
かった。2020年度，特別養子縁組制度の改正に
ついて取り組んでくれたゼミ生への obligation
としても，早急に取りまとめて発表したい。
10） 当該問題の検討と考察と，それを受けて何らか
の実践活動を展開していくことについて，本
学・社会福祉学部の教員やゼミナールとコラ
ボレーションをしていくことも考えている。
「特別養子縁組制度」改正の概観

